
令和３年度 ＳＳＨ事業 科学倫理 講義『医師の目から見た科学倫理』について

日的

（１）科学倫理に関する理解が必要な事項について、その現状に関する理解を深める。

（２）医療現場に携わる立場という視点から、どのような考え方や解決すべき課題があるのかに

ついて考察する。

設定 現代社会の授業の１コマとして実施。新型コロナ感染症対策として、web-X を使用したオン

ラインの講義と質疑応答をおこなった。

担当教員 桑田 克治 教諭（総合理学部）橋本 好幸(地歴公民科 現代社会担当)

日時・教室 令和３年 12月 17日(金)５校時 13：55～ 15：00 会議室Ａ

生徒 総合理学科 1年生 39名（男子 23名 女子 16名）

講師 藤岡 宏幸 様 （神高 34回生 昭和 57年卒業）

所属 兵庫医療大学学長 リハビリテーション学部理学療法学科 教授

展開 (1) 講師紹介

(2) オンライン講義

・インフォームドコンセントなどの診療における倫理および医療安全などを中心に、

医学研究に関連する倫理などを述べる

(3) 質疑応答(web-xを使用し、講演者と対話する)

(4) 謝辞（生徒代表）

準備

・マネジメントプリントを使い、事前・事後指導をする。

・配付資料があれば事前に送付し、印刷して当日配付


